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Abstract
This study explores the relationships of experiences abused by respondentsʼ own parents 
on the developmental stage and the readiness-for-parenthood cultivated by adolescence in 
female undergraduates. The Abused Experiences Scale developed by the authors and the 
Readiness-for-Parenthood Scale (Nishida & Moroi, 2010) were administered to female 
undergraduates (N=469). By the cluster analysis (Wardʼs method, squared Euclidean distance) 
for the Abused Experiences Scale, seven clusters appeared; Verbal aggression, indifference, 
reproof, neglect, violence, corporal punishment, and intimidation. The factor analysis of the 
Readiness-for-Parenthood Scale indicated four factors: concern for the child and baby, positive 
expectancy of a parental role, father as a role model, and anxiety about parenting in the future. 
According to the covariance structure analysis, as predicted, abused experiences negatively 
affected the readiness for parenthood. Verbal aggression by parents was the dominant negative 
factor. The significance of research is discussed from the point of view of motherhood.
Keywords: child abuse, Readiness-for-Parenthood, parenthood, adolescence.
Ⅰ．問題














画課調査 <ʼ73年 4月～ ʼ74年 3月，3歳未満 : 





























































































回生 80名，3回生 31名，4回生 6名 ;　12月






































































た（event_a_6, event_a_7, event_a_8, event_
a_9, event_b_8, event_c_2, event_c_7, event_
c_ 8, event_d_3, event_d_5, event_d_6, event_
e_4, event_e_7, event_f_2,  event_f_7）｡












































event_f_6 世話が面倒だと言われた。 .61 event_a_1 何か物を投げつけられた。 .73
event_f_9 痛い目に合わせると言われた。 .53 event_a_2 蹴られた。 .71
event_f_10 親が望んでいない子だと感じさせられた。 .63 event_a_3 髪の毛を引っ張られた。 .61
event_f_8 こころが傷つくことを繰り返し言われた。 .62 event_d_2 突き飛ばされた。 .64
event_b_9 かわいくない顔だと言われた。 .50 event_c_3 暴力をふるわれた。 .64
event_c_9 「お前はダメだ」と繰り返し言われた。 .63 event_e_2 殴られた。 .66
event_b_1 親に嫌われていると感じさせられた。 .57 event_b_2 何か物で叩かれた。 .63
ρ=.77 ρ=.86
〔社会的放置〕 〔体罰〕
event_b_7 幼稚園・保育園や小学校のことに関心を示してくれなかった。 .56 event_e_3 長時間にわたって立たされた。 .57
event_c_5 学校のことに関心をもたなかった。 .51 event_f_3 長時間にわたって正座させられた。 .40
event_a_5 いつも夕食を一人で食べていた。 .32 event_f_5 車の中に長時間にわたって残された。 .38
event_d_7 放っておかれていると感じた。 .43 event_d_4 家に入れてもらえなかった。 .59
ρ=.62 event_b_4 押し入れや部屋などに閉じ込められた。 .45
〔叱責〕 event_c_4 家の外やベランダに閉め出された。 .50
event_e_8 ほんの些細なことで，ひどくしかられた。 .51 ρ=.64
event_e_9 長時間にわたって勉強を強制させられた。 .50 〔威嚇〕
event_d_9 外出を過度に制限された。 .46 event_d_8 八つ当たりをされた。 .51
ρ=.65 event_f_1 一方的に自分の意見に従うように強要された。 .57
〔無視〕 event_d_1 他のきょうだいの方を可愛がっていた。 .37
event_b_6 泣いても無視された。 .39 event_f_4 大声で怒鳴られた。 .43


























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．子どもへの関心〕 ［r=.48～ .85, α=.94］
read_a_4 私は，小さな子どもに関心がある。 .91 -.00 -.01 .09
read_a_3 私は，幼児の姿をつい目で追っていることがある。 .83 -.09 -.02 .18
read_b_5 私は，子どもをあまり好きではない。 * -.77 -.06 .05 .09
read_b_9 私は，小さい子どもの相手が苦手である。 * -.77 -.02 .03 .14
read_b_7 私は，幼い子どもの瞳にひきつけられる。 .75 .00 -.03 .07
read_a_6 私は，子どもが遊んでいるのを見るのは面白いと感じる。 .75 .03 .04 .05
read_f_3 私は，将来，子どもを扱う職業につきたいと思うことがある。 .72 -.05 .01 .03
read_b_3 私は，子どものこころの動きに興味がある。 .68 .02 .04 .11
read_g_5 私は，小さな子どもの世話をしたり，遊んだりするのは面倒である。 * -.68 -.08 .02 .19
read_c_9 私は，保育所や幼稚園の前を通りかかると，中をのぞきたくなる。 .66 .04 .00 .04
read_a_1 私は，幼い子どもが泣いていると，何とかしたいと思う。 .64 .01 .05 .02
read_b_4 私は，幼児の相手をうまくやれると思う。 .62 .15 -.04 -.12
read_c_6 私は，小学生の遊び相手になれそうである。 .62 .10 -.03 -.05
read_a_8 私は，テレビに赤ちゃんが出てくると興味をもって見る。 .61 .13 .05 .01
read_a_2 私は，遊んでいる子どもの歓声をうるさいと感じる。 * -.55 .06 -.05 .15
read_d_6 私は，子どもとはおもしろい存在だと思う。 .51 .01 -.01 .06
read_c_5 私は，赤ん坊の泣き声を聞くとイライラすることがある。 * -.50 .05 -.01 .27
〔Ⅱ．親役割への積極的期待〕 ［r=.74～ .81, α=.91］
read_d_9 私は，将来，親になった時のことを想像することがある。 .04 .85 -.01 .12
read_e_5 私は，将来，自分が親になることなんて考えたこともない。 * .09 -.83 .01 .05
read_e_3 私は，将来，自分が育児を楽しんでいる自分の姿を想像することがある。 .16 .74 -.01 -.08
read_g_6 私も親となって，子どもを育てたい。 .14 .72 .04 -.03
read_b_1 私は，将来，子どもと遊んでいる自分の姿を想像する。 .22 .67 .03 .02
〔Ⅲ．モデルとしての父親〕 ［r=.71～ .82, α=.90］
read_f_7 私は，自分の父親のようになりたい。 -.01 -.02 .89 -.01
read_e_7 私は，父親が育ててくれたように自分の子どもを育てたい。 -.01 .05 .88 .01
read_f_4 私には，父親について良い思い出があまりない。 * .07 .02 -.81 .03
read_g_4 私は，父親が自分にしてくれたことをいろいろ思い出す。 .11 .01 .73 .05
〔Ⅳ．将来の子育て不安〕 ［r=.33～ .70, α=.80］
read_f_2 私は，将来，子育てに悪戦苦闘している自分の姿を想像する。 .01 .09 -.00 .77
read_d_1 私は，将来，泣く赤ちゃんを前にして，途方に暮れている自分を想像することがある。 -.07 .11 -.04 .73
read_b_6 私は，将来，子育てに疲れ果て，イライラしている自分を想像する。 -.09 -.03 -.03 .71
read_d_4 私は，将来，子どもをうまく育てられるかどうか不安である。 .12 -.13 .04 .68
read_f_1 私は，親になったら子どものために我慢ばかりすると思う。 .10 -.04 .04 .40
［因子間相関］ Ⅰ **** .60 .19 -.4 
Ⅱ **** .21 -.28
Ⅲ **** -.11
N=469
適合度 : χ2(347)=1085.80, p=.001











read_e_9; m≒ 3.5: read_a_9, read_c_1, read_
c_3, read_c_4, read_f_6, read_g_2; m<1.5: 
read_c_2, read_e_8 / SD<.60: read_b_2, read_
d_5; SD<.60［平均値チェックと重複］: read_














































言語攻撃 0.16 d** 0.26 0.31, p=.001
社会的放置 0.16 d 0.26 0.36, p=.001
叱責 0.28 bc 0.35 0.32, p=.001
無視 0.31 b 0.34 0.27, p=.001
暴力 0.24 c 0.32 0.27, p=.001
体罰 0.18 d 0.25 0.29, p=.001
威嚇 0.47 a 0.35 0.17, p=.001
［反復測定分散分析］　F(5.39/2522.23)=113.47*, p=.001
〔親準備性傾向〕
Ⅰ．子どもへの関心 2.95 b** 0.66 0.07, p=.001
Ⅱ．親役割への積極的期待 3.12 a 0.79 0.15, p=.001
Ⅲ．モデルとしての父親 2.95 b 0.85 0.16, p=.001




**  異なる英文字は有意に異なることを表す（p<.05, Bonferroniの方法）



























































Ⅰ．子どもへの関心 Ⅱ．親役割への積極的期待 Ⅲ．モデルとしての父親 Ⅳ．将来の子育て不安
［被虐待相当行為経験］







R2=.04a R2=.09a R2=.11a R2=.09a
N=469
ステップワイズ法 : 投入基準（p<.05）; 除去基準（p>.10）






























































矢印: 標準化パス係数[*p<.01; **p<.05; * 以外すべてp<.001  ] 








e11 ～e14 : 誤差項
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1 2 3 4 平均値 標準偏差
event_a_1 何か物を投げつけられた。 364 59 38 8 1.34 0.70 
event_a_2 蹴られた。 364 57 41 7 1.34 0.70 
event_a_3 髪の毛を引っ張られた。 375 56 31 7 1.30 0.66 
event_a_4 長時間にわたって無視された。 373 64 27 5 1.28 0.62 
event_a_5 いつも夕食を一人で食べていた。 417 43 7 2 1.13 0.42 
event_a_6 病気になっても医者になかなか連れていってもらえなかった。 443 24 2 1.06 0.26 
event_a_7 体の露出度の高い服を着せられた。 465 4 1.01 0.09 
event_a_8 「あんたなんか生まれてこなければ良かった」と言われた。 439 23 5 2 1.08 0.35 
event_a_9 年齢不相応な早期教育を強要された。 443 18 8 1.07 0.32 
event_b_1 親に嫌われていると感じさせられた。 363 71 27 8 1.32 0.66 
event_b_2 何か物で叩かれた。 320 75 64 10 1.50 0.81 
event_b_3 怪我をさせられた。 407 40 21 1 1.18 0.50 
event_b_4 押し入れや部屋などに閉じ込められた。 385 47 32 5 1.27 0.63 
event_b_5 長時間にわたって言葉をかけられなかった。 369 66 29 5 1.30 0.63 
event_b_6 泣いても無視された。 305 115 37 12 1.48 0.75 
event_b_7 幼稚園・保育園や小学校のことに関心を示してくれなかった。 407 50 11 1 1.16 0.44 
event_b_8 セックスの話を聞かされた。 461 5 3 1.02 0.19 
event_b_9 かわいくない顔だと言われた。 391 47 26 5 1.24 0.60 
event_c_1 大事にしていたおもちゃを勝手に捨てられた。 349 78 36 6 1.36 0.68 
event_c_2 火を近づけて脅かされた。 463 5 1 1.01 0.14 
event_c_3 暴力をふるわれた。 372 55 30 12 1.32 0.71 
event_c_4 家の外やベランダに閉め出された。 310 70 76 13 1.56 0.86 
event_c_5 学校のことに関心をもたなかった。 385 61 23 1.23 0.52 
event_c_6 友だちが悪いことをしていても注意してくれなかった。 311 129 27 2 1.40 0.62 
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1 2 3 4 平均値 標準偏差
event_c_7 大怪我をしても医者のところに連れていってもらえないことがあった。 453 14 2 1.04 0.21 
event_c_8 ポルノを見せられた。 464 5 1.01 0.10 
event_c_9 「お前はダメだ」と繰り返し言われた。 392 52 20 5 1.23 0.57 
event_d_1 他のきょうだいの方を可愛がっていた。 280 124 49 16 1.58 0.81 
event_d_2 突き飛ばされた。 381 54 32 2 1.26 0.60 
event_d_3 食事を与えられなかった。 449 18 2 1.05 0.23 
event_d_4 家に入れてもらえなかった。 370 59 36 4 1.30 0.65 
event_d_5 黙ってどこかに用を足しに行った。 423 34 9 3 1.13 0.44 
event_d_6 友だちが刃物で遊んでいるのに止めなかった。 459 8 2 1.03 0.18 
event_d_7 放っておかれていると感じた。 359 74 30 6 1.32 0.65 
event_d_8 八つ当たりをされた。 279 106 65 19 1.62 0.87 
event_d_9 外出を過度に制限された。 320 96 42 11 1.45 0.75 
event_e_1 恥をかかされた。 356 87 25 1 1.30 0.57 
event_e_2 殴られた。 333 77 45 14 1.45 0.79 
event_e_3 長時間にわたって立たされた。 409 42 13 5 1.18 0.52 
event_e_4 裸同然の薄着で外に出された。 455 12 2 1.03 0.20 
event_e_5 着替えを手伝ってくれなかった。 364 78 24 3 1.29 0.59 
event_e_6 体の調子が悪くても幼稚園・保育園に行かされた。 359 83 23 4 1.30 0.60 
event_e_7 衣服の洗濯をしてもらえなかった。 460 7 1 1 1.03 0.21 
event_e_8 ほんの些細なことで，ひどくしかられた。 324 99 38 8 1.42 0.71 
event_e_9 長時間にわたって勉強を強制させられた。 371 64 26 8 1.30 0.65 
event_f_1 一方的に自分の意見に従うように強要された。 275 128 52 14 1.58 0.80 
event_f_2 首を絞めるふりをされた。 439 18 12 1.09 0.37 
event_f_3 長時間にわたって正座させられた。 416 27 22 4 1.18 0.54 
event_f_4 大声で怒鳴られた。 169 138 121 41 2.07 0.98 
event_f_5 車の中に長時間にわたって残された。 415 47 6 1 1.13 0.39 
event_f_6 世話が面倒だと言われた。 419 35 11 4 1.15 0.47 
event_f_7 体に異常に関心をもたれた。 449 16 4 1.05 0.26 
event_f_8 こころが傷つくことを繰り返し言われた。 368 67 27 7 1.30 0.65 
event_f_9 痛い目に合わせると言われた。 406 34 22 7 1.21 0.59 





x-1 x-2 x-3 x-4 x-5 x-6 x-7 y-1 y-2 y-3 y-4
［被虐待相当行為経験］
言語攻撃 x-1 *** .50a .55a .48a .62a .46a .57a -.18a -.27a -.30a .25a
社会的放置 x-2 *** .40a .47a .42a .36a .43a -.15a -.19a -.26a .21a
叱責 x-3 *** .45a .53a .44a .59a -.15b -.20a -.22a .16a
無視 x-4 *** .42a .44a .45a -.16a -.23a -.22a .23a
暴力 x-5 *** .63a .54a -.12b -.18a -.27a .20a
体罰 x-6 *** .47a -.10c -.15b -.20a .15b
威嚇 x-7 *** -.18a -.24a -.26a .25a
［親準備性傾向］
Ⅰ．子どもへの関心 y-1 *** .65a .19a -.36a
Ⅱ．親役割への積極的期待 y-2 *** .22a -.26a
Ⅲ．モデルとしての父親 y-3 *** -.10c
Ⅳ．将来の子育て不安 y-4 ***
N=469
a: p<.001; b: p<.01; c: p<.05
Appendix 2のつづき
